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Ⅰ．授業以外での学修行動について 
歯科衛生学科 1～３年次の授業以外での学修行動を図１に示した。 

 

1. 学年ごとの学修行動の変化 
予習・復習やレポート・課題の宿題など、基本的な学修行動は、学年が上がるにつれて

「はい」と答える割合が増加している傾向がある。特に、3年次での学修行動の頻度が他の
学年より高い。スマートフォンやパソコンでの学修に関しては、学年が進むほど利用率が高
まっていることが見られる。クラスメートとの勉強に関しては、1年次から 3年次にかけて
やや減少傾向が見られる。 
 

2. 実技学習や試験準備の増加 
実習の準備や実技学習に関して、1年次よりも 2年次で、頻度が増加していることが確認

できる。 
 
これらの結果から、学年が進むにつれて、学生はより計画的に学修行動を行い、特に実技学

習が強く促進されていることが考えらる。また、スマートフォンやパソコンなどのデジタルツ
ールの利用も学年が上がるにつれて増加しており、現代の学習スタイルに適応していることが
伺える。 

 

Ⅱ．この 1 週間の授業以外の学修をした時間について 
歯科衛生学科 1～３年次の 1週間の学修時間を図２に示した。 

 

1. 学年別の学修時間の傾向 
1 年次では、「全くしない」と答える学生の割合が多い。しかし、前期終了時には「全くし

ない」割合が減少し、30 分以上学修する学生が増加している。さらに、後期開始時にはこの
傾向が強まり、1時間以上学修する学生も増えているが、全体としてはまだ短時間の学修が中
心である。 

2 年次では、1年次に比べて学修時間が増加しており、全体的にバランスの取れた学修時間
を確保している。前期終了時には 1時間から 6時間未満の学修をしている学生が多く見られ
る。 
3 年次では、学修時間がさらに長くなる傾向がある。前期開始時は、学修を「全くしない」

と答える学生もいるが、1 時間以上学修する学生が多くなっている。特に前期終了時には 2〜
4時間未満の学修をしている学生も多い。さらに、後期開始時には学修時間がさらに増加し、
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4〜6 時間、またはそれ以上学修している学生も見られる。 

 

2. 期間ごとの学修時間の変化 
前期開始時には、1年次では「全くしない」学生の割合が高く、2年次と 3年次では 1 時間

以上学修する学生が一定数いる。学年が上がるごとに、学修時間が増加している傾向が見ら
れる。 

前期終了時には、1年次の学生でも学修時間が増加し、30分以上学修する学生が増える。2
年次と 3年次では、さらに学修時間が増加し、特に 2〜4時間未満、またはそれ以上学修する
学生が多くなっている。3年次では、6〜8時間学修している学生も現れ、全体的に学修時間
が長くなっている。 

後期開始時には、2年次と 3年次で学修時間がさらに増加している。3年次では、2時間以
上学修する学生が増え、学修への取り組みが一層積極的になっている。 

 

3. 曜日ごとの学修時間の分布 
曜日ごとに見ても、大きな差は見られないが、土曜日や日曜日に学修時間が増える傾向が

ある。特に、2年次と 3年次では、週末に 4時間以上学修する学生が一定数おり、平日よりも
集中して学修時間を確保している。 

 
 
Ⅲ．まとめ 
1 年次は、前期開始時に学修時間が少ない学生が多いが、後期開始時には前期開始時よりも学修

時間が増加している。 

2 年次では、前期終了時と後期開始時にかけて学修時間が増え、2〜4時間、4〜6時間の学修を

行う学生が多くなっている。 

3 年次では、全体的に学修時間が最も長く、前期終了時や後期開始時には 4時間以上学修する学

生が目立つようになり、学修習慣が確立されている。 

 

この結果から、学年が進むにつれて、学修時間が増加し、特に 3年次では長時間にわたって学

修する傾向が強いことが確認できる。学年ごとに学修行動の修得が進んでいると示唆される。 



 



 


